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ジェイアール東日本フードビジネス株式会社（本社：東京都北区田端,代表取締役社長：山際貞史）は、 

首都圏エキナカを中心に展開するベックスコーヒーショップの一部店舗にて、2020年 3月 10日（火）から 

ボトルト株式会社のドリンクシェアリングサービス「BOTLTO（ボトルト）」を駅ナカで初めて※1導入します。 

また、ベックスコーヒーショップでは、2019年 12月より、オリジナルボトルの販売や、生分解性ストロー※2 

の導入をしており、これらの取り組みにより、さらなる環境負荷低減につながることを期待しています。 

なお、本取り組みは JR東日本グループの ESG 経営を実施し、事業を通じて社会的な課題を解決する 

ことで、持続可能な開発目標（SDGs）※3を達成する取り組みの一環です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サービス概要】 

●実施期間：2020 年 3 月 10 日（火）～8 月 31 日（月）迄 ※予定  

●対象店舗：ベックスコーヒーショップ田端店、大崎店、秋葉原電気街口店 

池袋メトロポリタン口店、信濃町店、新宿店  

ベックスコーヒーショップ：https://www.jefb.co.jp/becks/ 

●対象商品：ブレンドコーヒー（M/L）、紅茶、ジャスミンティー、 

水出しアイスコーヒー（M/L）、アイスティー（M/L） 

 

【アプリ提供元】 

会社名：ボトルト株式会社 https://www.botlto.com/ 

所在地：東京都渋谷区恵比寿西 2-19-9 フランセスビル 1F 

代表者：飯田 百合子  

事業内容：ドリンクシェアリングサービス「BOTOLTO」の開発、運用 等 

お問合せ：TEL 03-3447-3162（LEOS/ボトルト担当） メール info@botlto.com 

 

※1 駅ナカの店舗において、ボトルト株式会社が実証実験を行うのは初めてとなります。 

※2 生分解性：適切に処理する事により微生物の働きによって、最終的には二酸化炭素と水までに分解される性質をもちます。                                                

※3 SDGs とは：持続可能な開発目標の事で、本件では主に下記について取り組みます。 

＜NO12 持続可能な消費と生産＞＜NO14 海洋と海洋資源の保全・持続可能な利用＞ 

 

 

 

NEWS RELEASE 

 

SDGｓの取り組み「プラスチックの削減」 
2020 年 3 月 10 日（火）から 

ベックスコーヒーショップの一部店舗において 
ドリンクシェアリングサービス「BOTLTO（ボトルト）」を 

駅ナカで初めて導入し、実証実験します。 

【本リリースの問合せ先】 ジェイアール東日本フードビジネス㈱ 営業戦略本部 販促・宣伝部 浦 田 ・ 高 田 ・ 黒 田 

〒114-0014 東京都北区田端 6-1-1 田端ＡＳＵＫＡタワー13階 

ＴＥＬ：03-5832-4625   ＦＡＸ：03-5832-4613   E-mail：jefb_sppr@jefb.co.jp  https://www.jefb.co.jp 

※記載されている情報は発表日現在の情報です。予告なしに変更される場合がございます。※画像は全てイメージです。※商品画像は.jpg データでご用意しています。 

※本件資料は、東京商工会議所記者クラブ、外食産業記者会に配布します。 

～ご利用の流れ～ 

 

STEP1 

専用アプリを起動して対象の店舗を決める。  

STEP2 

メニューからドリンクを事前決済で購入  

STEP3 

マイボトルを持参して、購入したお店へ  

STEP4 

店舗スタッフへアプリの購入画面を提示する。 

STEP5 

マイボトルを店舗スタッフに渡し注いでもらう。 

 

～受け取り完了～ 

https://www.jefb.co.jp/becks/
https://www.botlto.com/
mailto:info@botlto.com

